
・日当たり良し、農業用水路あり、元畑で見晴らし最

高。購入時にトラクターで耕してもらった。そうして

「や っ ぱ り 大 豆 が 一 番 !!」

2000,06大豆発芽 

「雑草なんてヘイチャラ

だ」これが苦難の幕開けに 

・雑草雑草雑草雑草雑草

雑草雑草雑草雑草雑草雑

草雑草雑草雑草･･････ 

2000.08雑草に沈む 

2000.12悲しい 

2001.02大雪 
・あと10日で廃車になる軽ト

ラを貰って自分で車検を取っ

た。雨 で も 商 品 の 枝 豆 を 選

別、農業って辛いこともあり

ます。農機具小屋が欲しい。 

・右はピーナッツを持つトト 

・冬でも虫に食べられ

た白菜。寒さに耐えて

きたのに、真冬でも害

虫はいます。ウイルス

性の病気もでます。 

2001.03基地作り 

↑山小屋で余った古

材と窓枠を使って、

パネル工法で建築。 

2000.09雨々 

2005.09畑からの山並み 

2000.05畑購入 

・65年ぶりの大雪で松の

木が倒れたり、折れたり。

積雪は約60cm、作物に被

害が出て収穫も出来ない。

今でも雪は農作業の大敵。

寒いヨー 

・イェーィまくわ

瓜ダョーン、猪の

子ウリ坊みたいに

シマの入ったホノ

カに甘い味だよ。

今は作っていない 

2000.09懐かし

伐採をして農機具小屋を 

2001.04山に残雪 

基礎は貰ったフェンス柱 

2001.05イチゴ 

・イ チ ゴ が 豊 作 で 幸

せ、ジャムも作った。 2001.06豆蒔き準備 

一年後

も大豆

の豆蒔

きでし

た→ 

2001.06 2×4 

← 暖 か

い 東 京

の 自 宅

で 冬 に

苗作り 2001.05苗植え 

2000,07雑草の海 

2000.11豆 

2001.０５土台 2001.07完成 

 イヤダー 

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ 

おばさんの「私、土の子」奮闘記 

  
 

「お願いダイヤモンド

にして」ェー 

1 ファーム７７３へ再

就職 

1 

2 「これ、役立ててく

ださーい」!  

1 

3 おもしろいモノ? 

みつけたヨ! 

2 

4 お味は「どお」? 

「どおなのヨ」!! 

2 

5 人情四方山話 

「おじさん物知り」 

 パート２ 

2 

  

目次 

                       発行所 ファーム７７３ 

 2号で紹介した友人に「私の畑の隣地が売

りに出るョ」と言われ、見たとたん「欲し

い欲しい!!ここに決めた」前にも聞いたフ

レーズですが、南面で山並みを望むロケー

ションに一目ぼれしてしまいました。 

 甘かったんです。夏の炎天下に草取り、

でも2週間もすれば雑草が再びビッシリ。農

家は何反もある農地を雑草ごとトラクター

で耕します。家庭菜園と違いますから、雑

草の種はトラクターで深さ20から30cmま

でに埋められて、私達が耕すたびに毎日、

毎月、毎年いろいろな雑草が顔を出しま

す。もう5年が過ぎましたがトトは相変わら

ず草取り「確か草履取りをして天下を取っ

た人が･･･無理だよナー??」 

「草取りなんか」「野菜作りなんかイヤダ」 

「畑じゃなくってダイヤモンドじゃだめな

んですか」今頃、言っても遅いですネ。「草

取りはアナタの仕事」「はい」 

第６号 

発効日 2005.09.27 

発行人 佐藤 保 

 「トトは広い畑を買ってソバを栽培、ソ

バ作りが出来る」と思ったんですが。明野

に産業廃棄物の最終処分場建設が山梨県か

ら発表され、一番の友人が反対運動に参

加。私も「何か協力したい」そこで野菜を

売って寄付をすることに。これが安心でき

る野菜を「お客様へ」の出発点でした。 

 

    ハイライト 

・夫婦の生甲斐作りの一つ

が野菜作りでした。 

 運動への寄付金作りが

「無農薬か農薬は少なく」

の野菜作りへ発展し、安全

で安心できる野菜を求めて

いただくお客様に元気や喜

びをいただき「おいしかっ

た。あなたの野菜」こんな

会話がうれしくって、カカ

は野菜作りがライフワーク

になりました。定年退職後

のトトは休みが無いファー

ム７７３の農作業に不満で

すが、夫婦には譲り合いも

必要ですから「カカが私の

ダイヤモンド」ですかネ。 

 明野村の「産廃建設反対

運動」も建設候補地を複数

提示する方向で合併後の北

杜市へ引き継がれました。  

  

2 「これ、役立ててくださーい」!!  

「お願いダイヤモンドにして」ェー 
1 ファーム７７３へ再就職 



②写真 ①写真 

①成長したアスパラ、林のようで1mチョット。

②食用部分の穂先が成長して枝葉が出る。 

③枝にアスパラの実がこの中に細かい種が一杯。 

ご飯が進む、ニラ

の一品 

お酒の友に、ニラ

の一品   

「乙女の寝姿」にも見

える鳳凰三山の山並

み。撮影9月中旬 

・胡桃の実で

す。この一つ一

つの中に入って

います。日本の

野生種で鬼胡桃

と言われ実は小

さいですが、味 

・黒いスイカ発見「ゴーヤの交配種か」と報

告しましたが、中身はきめ細かな果肉。右は

カボチャなんですが、同じツルに原種の真っ

白からだんだん黒っぽく「ゴーヤと交配か」 

・我が家のベンツ??ではなく、農業用の

移動ベンチ。移動しながらの収穫に便利

です。中腰の仕事はキツイ。予算不足で

ファーム773では配備1台のみ。 

・気分は、ブドウ狩り。「人と人の輪っていいナ」 

「ヘボ」と言われて君は

どうする?土の中に巣を作

る蜂の乱獲防止の看板。

大人の遊びと珍味作りに 

は濃厚で和え物や五平餅等の付けだれに使われたり。 

・国道20号の相模湖インター入口付近とか、田舎の小川沿

いに見かけます。河口近くの海岸で拾うのが皮も取れグー 

・オクラの葉に

とまったナナフ

シ、昆虫です。

枝に擬態中 

③ ② ① 

 台風１４号の影響でブドウが送れない所があって、

ブドウの行き先づくりに大忙しだった。 

 後日、地元のスーパーで藤稔の中房870円のプライス

を発見。「おじさんの一房は1,000円か?」 ありがとう

安くで分けてくれて「おじさん」    

 第１号で登場した「おじさん」のブドウ畑へ、夫婦で傘懸

け作業のお手伝いに行ったとお話しましたが、そろそろブド

ウの収穫も始まっているだろうから、新築祝いのお返しなど

でブドウを送ろうと思い、おじさんと連絡をとってブドウ畑

へ。 

 「おじさんブドウの袋懸けしてないジャン」すると「袋が

無ければお日様が当たってうっまいサ」ホントかな?。マー

食べてみろと大きい一房を切ってくれた「甘いー」、「おじ

さん、このブドウの種類は」と聞くたびに「マー食ってみ

ろ」と、また一房。「おじさん食いすぎて、佐藤が果糖太り

するジャン」。 

 分けてもらった種類が藤稔・ベリーＡ、マスカットなどベ

リーＡは赤ブドウ酒用だとか、でも甘みの中に適度な酸味で

おいしかった。 

3 おもしろいモノ? 見つけたヨ! 

5 人情四方山話「おじさんて物知り」 パート２ 

・豆板醤、醤油と酢で合わせタレを作る。 

・蒸し鶏肉に刻みニラを散らし、中央に合わせタレを

盛り付け、食べるときに和える。 

 お野菜会員のＫ奥様から「空芯菜のガーリック炒め」を教

えていただきました。おいしくてクセになりそう!! 

・ごま油にすりニンニクをいれ、空芯菜を炒める。味付けは

塩、コショウに醤油をお好みで。  

「ナナミちゃんの簡単クッキング」!!!? 

 ①写真「人参とエリンギ、ニラの卵とじ」 

・人参とエリンギを油で炒めお好みの味付けで、最後にニラ

を入れて卵で閉じる。我が家の味付けは甘辛いのが好み。 

 ②写真「蒸し鳥肉と刻みニラの豆板醤和え」 

・鶏もも肉を酒蒸しし、食べやすい大きさに切る。ニラは生

のまま細かく切る。 

4 味は「どお」? 「どおなのヨ」!! 
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